
                         ２０１４年７月４日 

報道機関各位 

 

日本経営品質賞 2014 年度（第 19 回目）審査開始 および賞委員の交代 

～大規模４組織、中小規模７組織が申請～ 

～新委員に、加賀見俊夫氏（オリエンタルランド会長）、藤本隆宏氏（東京大学大学院教授）～ 

 

公益財団法人 日本生産性本部 

 

公益財団法人日本生産性本部（理事長：松川昌義）が事務局を行う、日本経営品質賞委員会（委員長：

福川伸次 東洋大学理事長）は７月４日、2014年度の審査を開始する、と発表した。本年度の申請は 11組

織で、今年度初めて介護施設からの申請を受け付けた。審査は、1996 年に第１回を行って以来、今回で

19 回目。審査結果は、2014 年 11 月に発表される。 

加えて、2014 年度の賞委員が、有馬利男氏（元富士ゼロックス社長）から加賀見俊夫氏（オリエンタルラ

ンド会長）に、野中郁次郎氏（一橋大学名誉教授）から藤本隆宏氏（東京大学大学院教授）に、それぞれ

交代した、と発表した。詳細は以下の通り。 

 

１．2014 年度（第 19 回）審査について 

大規模部門（従業員 300 名以上）・・・・・・ ４組織 

中小規模部門（従業員 300 名以下）・・・・ ７組織 

       ＊大都市圏から 6 組織、その他地方から 5 組織申請  

 

２．2014 年度日本経営品質賞委員会 委員 

委員長: 福川  伸次 氏 （東洋大学 理事長） 

委 員: 飯塚  悦功 氏 （東京大学 名誉教授） 

委 員： 加賀見 俊夫氏 （オリエンタルランド 代表取締役会長兼 CEO）＊新任 

委 員: 桜井  正光 氏 （リコー 特別顧問） 

委 員: 佐野  尚見 氏 （松下政経塾 理事長 兼 塾長） 

委 員: 野中  ともよ 氏 （ガイア・イニシアティブ 代表理事) 

委 員： 藤本   隆宏氏 （東京大学 大学院教授）＊新任 

委 員: 森    公高 氏 （日本公認会計士協会 会長） 

 

 

【お問合せ先】公益財団法人日本生産性本部・経営品質推進センター【坂本・塩見】 

Tel：03-3409-1117 ／ Fax：03-3409-1167  

ホームページアドレス：http://www.jqac.com 

 

以 上 



＜別紙＞ 

１．日本経営品質賞とは 

わが国企業が国際的に競争力のある経営構造へ質的転換をはかるため、顧客視点から経営全体を運

営し、自己革新を通じて新しい価値を創出し続けることのできる「卓越した経営の仕組み」を有する企業の

表彰制度。（公財）日本生産性本部が 1995 年 12 月に創設。2013 年度までの 18 年間に 213 組織が申請

し、34 組織が受賞。 

同じ考え方をもつ表彰制度は、米国、欧州をはじめ、アジアの主要国を中心に 90 か国以上で展開され

ている。同賞は、自分たちで組織を見直し、改善する「セルフアセスメント」の考え方に基づいている。 

わが国でも、１６地域で同様の表彰制度が運営され、23 地域で普及推進の組織が活動を展開している。 

現在では、以下の 3 つの賞を設けている。 

① 日本経営品質賞 

経営革新を進めるモデルとして卓越したレベルの組織を表彰。  

② 経営革新推進賞 

セルフアセスメントを積極活用して、顧客価値創造の方法と成果が、優秀なレベルの組織を表彰。 

③ 経営革新奨励賞 

セルフアセスメントを活用して、対話や協働の革新活動と成果が、良好なレベルの組織を表彰。 

  

２．歴代の日本経営品質賞委員会委員長 

1996 年―2000 年 佐波 正一氏（東芝 相談役） 

2001 年―2006 年 山本 卓眞氏（富士通 名誉会長） 

2007 年―2012 年 佐々木 元氏（日本電気 特別顧問） 

 

３．これまでの日本経営品質賞受賞組織（34 組織）＊社名は当時 

2013 年度 滋賀ダイハツ販売、ワン・ダイニング、西精工 

2012 年度 福井県済生会病院 

2011 年度 シスコシステムズ E＆P 事業、川越胃腸病院、ねぎしフードサービス 

2010 年度 武蔵野 

2009 年度 スーパーホテル、万協製薬 

2007 年度 福井県民生活協同組合 

2006 年度 福井キヤノン事務機、滝沢村役場 

2005 年度 トヨタ輸送 、J アート・レストランシステムズ 

         松下電器産業 パナソニック オートモーティブシステムズ社 

         松下電器産業 松下ホームアプライアンス社 エアコンデバイス事業部 

2004 年度 千葉ゼロックス、ホンダクリオ新神奈川  

2003 年度 NEC フィールディング 

2002 年度 パイオニア モーバイルエンタテイメントカンパニー、カルソニックハリソン、トヨタビスタ高知 

2001 年度 第一生命保険、セイコーエプソン 情報画像事業本部 

2000 年度 日本アイ･ビー･エム ゼネラル・ビジネス事業部、武蔵野 

1999 年度 富士ゼロックス 第一中央販売本部、リコー 

1998 年度 吉田オリジナル 、日本総合研究所 

1997 年度 千葉夷隅ゴルフクラブ、アサヒビール 

1996 年度 ＮＥＣ半導体事業グループ  

以 上 


